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末子音である韻尾からなる場合がある。タイ語の頭子音は 21 個で、子音クラスターが 12 種
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ある。母音は長母音 9 個、短母音 9 個、二重母音 3 個の、合計 21 個である。韻は、韻尾の有
無とその種類によって、平韻 (normal rhyme) と促韻 (checked rhyme) に分けられる。平韻は、
韻尾が /-#, -ŋ , -n, -m, -y, -w/ で終わるものを言い、促韻は、韻尾 /-Ɂ ,-k, -t, -p/ を持つものを言う。
声調は平韻か促韻かによって、区別する種類と数が異なる。
　平韻を持つ平音節においては、次の 5 声調が対立する。
1 声　中平型 [33] ないし [22]
2 声　低平型 [11]
3 声　全降型 [52]
4 声　高昇型 [45]　ないし高平型 [55]
5 声　全昇型 [14]












　先行研究としては、Abramson (1979) と Gandour (1992) に言及すべきであろう。Abramson 
(1979) では 2 音節の可能な声調の組み合わせすべてについて音響分析を行っているが、結果は
その一部しか報告されていない。考察では典型的なパタンから調音結合によってばらつきが生
じるという視点で検討されている。また、声調の基本周波数値を扱う時にノーマライズされて





























ことで、1 つの語ないし句について 3 つの音声を録音収集した。
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表 1：声調の組み合わせごとの語ないし句の数
　　　第 2 音節 第 1 声 第 2 声　第 3 声 第 4 声 第 5 声
第 1 音節
第 1 声  　6 　2 　6 　5 　6
第 2 声  　4 　3 　1 　4 　2
第 3 声  　3 　3 　3 　4 　4
第 4 声  　3 　2 　2 　4 　4



















　まず、2 音節の発話の基本周波数値をピッチ曲線としてグラフに示す。第 1 音節と第 2 音節
の 25 通りの声調の組み合わせで、横軸に時間を、縦軸に基本周波数値をとったグラフ平面上
に 1 つの音節をプロットする。2 つの音節で 1 発話であるので、第 1 音節と第 2 音節を横軸に
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図１: 第 1声＋第 1声の F0曲線の 3点近似
並べ、1 つの語ないし句ごとの 3 回の発話を 1 枚のグラフに表した。1 つの声調の組み合わせ
で 2 つの語または句がある場合は 6 本のピッチ曲線が描きこまれている。収録した音声の、25
枚のグラフ全部は今回は示さず、同じ音調の組み合わせの 5 つのグラフのみを示す。5 つの声




5.2　5 つの声調の第 1 音節のピッチ曲線と第 2 音節のピッチ曲線
　図 1 は第 1 音節も第 2 音節も第 1 声（中平型）である。第 1 音節より第 2 音節の方が長い。







　図 2 は第 1 音節も第 2 音節も第 2 声（低平型）である。第 1 音節より第 2 音節の方が長い。
同じ声調であるが、第1音節より第2音節の方が低い。発話に伴う自然下降である可能性がある。
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図２: 第 2声＋第 2声の F0曲線の 3点近似
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図３：第 3 声＋第 3声の F0曲線の 3点近似
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　図 1 と図 2 はよく似ているが、相違点を探せば、図 2 の方が全体的に低い。
　図 3 は第 1 音節も第 2 音節も第 3 声（下降型）である。第 1 音節より第 2 音節の方が長い。
同じ声調であるが、第 1 音節より第 2 音節の方が低いものが多い。しかし第 1 音節と同じくら






　図 4 は第 1 音節も第 2 音節も第 4 声（高平型）である。第 1 音節より第 2 音節の方が長い。
第 1 音節と第 2 音節とはどちらがより低いか高いか言いにくく、第 1 音節は開始点と終了点で
見ると第 2 音節より低いが、真ん中で凹んでいる最低点で見ると第 2 音節より高い。つまり、
第 1 音節の方が変化の幅が小さく、第 2 音節の変化幅の中にすっぽり収まっている。
　高平型なので、どこかに高い部分を見つけるとすれば、始点と終点の両方に見出すことがで
きるかもしれないのだが、そのいずれにおいても平な部分は見つけることができない。下降す
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図４: 第 4声＋第 4声の F0曲線の 3点近似
第 1音節 第 2音節
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　図 5 は第 1 音節も第 2 音節も第 5 声（上昇型）である。第 1 音節より第 2 音節の方が長い。
第 1 音節と第 2 音節とはどちらの方がより低いか高いかは、上の第 4 声と類似の状態なので判
断できない。3 点近似の曲線も第 4 声と類似である。上昇型なので、音節後半で大きい上昇が
あることが必要とされると考えられ、大きい上昇を作るためには音節前半で下降しておく必要
があると考えることができる。第 4 声との相違点は、全体の現れる F0 値の範囲である。第 5
声の方がずっと低い。
　以上は、第 1 音節と第 2 音節が同じ声調の場合の 5 種類の 2 音節について見てきた。第 1 音
節に置かれた場合と第 2 音節に置かれた場合で、ピッチ曲線の形状だけでなくいくつかの異な
る点が見つかった。この後は、第 1 音節の 5 つの声調と第 2 音節の 5 つの声調のすべての組み
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図５: 第 5声＋第 5声の F0曲線の 3点近似
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　5.3　5 つの声調の始点周波数値と終点周波数値
　図 6 から図 10 は、それぞれの位置に置かれた声調の始点周波数値と終点周波数値の分布で
ある。図 1 から図 5 のように、左の第 1 音節と右の第 2 音節とは連続ではなく、例えば図 6 左
側の「第 1 音節の第 1 声」の「1*2」つまり、後続声調が第 2 声のデータは、この図の右側で
はなく、次の図 7 の右側に現れている。分布を示すために用いられている記号も当然異なって
いる。これらの図では以下の点に注目して観察する。
1) 第 1 音節の場合と、第 2 音節の場合とで、現れる周波数帯にどのくらいの違いがあるか。
2) 第 1 音節と第 2 音節とで、分布の広がり方にどのような違いがあるか。
3) 第 1 音節の終点周波数値の分布の分かれ方、と第 2 音節の始点周波数の分布の分かれ方が
どのようであるか。
　図 6 はそれぞれの音節の位置に置かれた第 1 声（中平型）の始点周波数値と終点周波数値の
分布である。第 1 音節の分布は、始点周波数と終点周波数とも、非常に近い値に集中している
のに対し、第 2 音節の分布は、始点周波数と終点周波数ともばらつきが大きい。また、周波数










































第 1 音節の第 1声（中平型） 第 2音節の第 1声（中平型）
図６：第 1声を持つ音節の始点周波数値と終点周波数値




が集中している。第 2 音節の始点周波数は声調によって偏りがあり、先行音節が第 3 声と第 4
声と第 5 声のグループが高い値、第 1 声が低い値の 2 つに分かれ、第 2 声は両方に亘って分布
している。終点周波数値の分布は声調による偏りは見られない。




　図 7 はそれぞれの音節の位置に置かれた第 2 声（低平型）の始点周波数値と終点周波数値の
分布である。第 1 音節の分布と第 2 音節の分布のばらつきには大きい差は見られない。分布の
周波数値の範囲は、第 2 音節の終点周波数が第 1 音節のそれよりやや低めであるが、分布には
重なりがある。また始点周波数値の分布はほぼ同じであると見てよい。
　第 1 音節の終点周波数値は重なっているが、その中で後続声調が第 1 声と第 4 声で低い値、
第 2 声と第 5 声がやや高い値に偏っているようだ。始点周波数値については第 4 声が低い値を
とる傾向があるかもしれないがその他の声調には偏りは見えない。第 2 音節では、始点周波数













































第 1音節の第 2声（低平型） 第 2音節の第 2声（低平型）
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し、分布に偏りは見られない。
　第 2 声は、第 1 音節と第 2 音節のいずれもおおむね同じ周波数値のあたりに同じ程度ばらつ
いて分布している。第 1 声に比べれば終点周波数値が少し低い。どちらの音節でも、始点周波
数値と終点周波数値の間に正の相関は見られないようだ。
　図 8 はそれぞれの音節の位置に置かれた第 3 声（下降型）の始点周波数値と終点周波数値の







第 5 声の分布が高い傾向があり、第 2 声の分布が低い傾向があるという程度で、両者にも重な
りがあり、その共通部分に第 1 声と第 3 声と第 4 声があり、比較的集中していると見ることも
できる。始点周波数値はこれも、強いて言えば第 5 声の分布が高い傾向があるかもしれないが、
他は特に偏りはない。第 2 音節の始点周波数値は先行声調が第 1 声と第 2 声と第 5 声が低い値、












































第 1音節の第 3声（下降型） 第 2音節の第 3声（下降型）
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よる偏りは見られないと言ってよいだろう。
　第 3 声は第 1 音節と第 2 音節の基本周波数分布域がだいぶ異なり、第 2 音節の方が始点周波
数値と終点周波数値の両方の値が低くなっている。分布のばらつきは第 2 音節の方が大きい。
どちらの音節でも、始点周波数値と終点周波数値の間に正の相関は見られない。
　図 9 はそれぞれの音節の位置に置かれた第 4 声（高平型）の始点周波数値と終点周波数値の
分布である。第 1 音節の分布と第 2 音節の分布は、第 2 音節の方がかなりばらつきが大きい。
逆に見れば、第 1 音節の方が値が集中しているように見える。第 1 音節の分布域は第 2 音節の
分布域にすっぽり入るようである。
　第 1 音節の終点周波数値は比較的偏りがあるのが見られ、後続声調が第 5 声だと比較的高く、
第 2 声と第 4 声と第 3 声だと比較的低く分布し、第 1 声は両方に、分かれて 2 か所に分布して
いるように見える。それに対し、始点周波数値は 5 つの声調での分布域の違いが無く、また、
近い値に集中して分布している。第 2 音節の始点周波数値は、先行声調により第 1 声と第 2 声
と第 5 声が低く、第 3 声と第 4 声が高く分布している。これに対し、終点周波数値は全体に散
らばっており、その中で第 3 声はやや高い値に偏っているように見える。














































第 1音節の第 4声（高平型） 第 2音節の第 4声（高平型）
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　図 10 はそれぞれの音節の位置に置かれた第 5 声（上昇型）の始点周波数値と終点周波数値
の分布である。第 1 音節と第 2 音節のばらつきは、第 2 音節の方が広がっているように見える。
分布の周波数帯は、始点周波数と終点周波数とも第 1 音節の方が低い値であり、第 2 音節の方
が高い値である。
　第 1 音節の終点周波数値は比較的、後続声調による偏りがあるものがみられ、第 1 声と第 5
声は高い値、第 3 声と第 4 声は低い値、第 2 声は両者に亘って分布している。始点周波数値に
はあまり偏りは無い。第 2 音節の始点周波数値は、先行声調が第 1 声と第 2 声と第 5 声が低い
値、第 3 声と第 4 声が高い値であり、第 2 声は両者に亘って分布している。これらの終点周波
数値はおおむね偏りなく分布しているが、その中で、先行声調が第 4 声のものだけ、ばらつき
が特に大きい。



















































　第 1 音節にある時と第 2 音節にある時とで、1 つの声調は少し異なるピッチ曲線で現れた。
また、持続時間に大きい違いがみられた。しかし、第 1 音節と第 2 音節のピッチ曲線の共通点
を述べれば、緩い下降、上昇してから下降または下降のみ、下降してから上昇というピッチ曲
線の形であり、これらが弁別に用いられる可能性は大きいと考えられる。ただし、５つのすべ
ての声調がこのようなピッチ曲線の特徴で弁別できるという意味ではない。図 1 と図 2 からわ
かるように、第 1 声 ( 中平型 ) と第 2 声 ( 低平型 ) はピッチ曲線の形は大変よく似て、緩やか
な下降である。図 4 と図 5 からは、第 4 声 ( 高平型 ) と第 5 声 ( 上昇型 ) のピッチ曲線の類似
が見られ、いずれも凹みを持つ曲線になっている。第 3 声 ( 下降型 ) は山なりの曲線かまたは
急な下降だけの曲線かであり、他の 4 つの声調のいずれとも異なる特徴を示した。つまり、ピッ
チ曲線だけでも、5つの声調を3つに分類することは可能であるということである。またここで、
類似だったとしている第 1 声 ( 中平型 ) と第 2 声 ( 低平型 )、第 4 声 ( 高平型 ) と第 5 声 ( 上昇型 )
はそれぞれ、ピッチ曲線の周波数値に大きい違いがあるように見えたことを特に述べておくべ
きであろう。第 1 声より第 2 声が低く、また、第 4 声より第 5 声の方が低かった。
　以上は、ピッチ曲線を観察した結果である。
　では、各声調の始点周波数値と終点周波数値の分布についてまとめて見る。図 11 は、図 6
から図 10 までのそれぞれの声調の基本周波数分布域を○で囲んで示している。
　第 2 声 ( 低平型 ) を除く 4 つの声調では、第 1 音節の○の大きさと比べて第 2 音節の○の大
きさの方が大きい。これは始点周波数値と終点周波数値のどちらについても言えることであり、
第 2 音節の方がばらつきが大きくなっていることを示している。
　声調の分布する周波数値を見てみると、第 1 声 ( 中平型 )、第 2 声 ( 低平型 )、第 4 声 ( 高平
型 ) については、第 1 音節と第 2 音節でおおむね同じ周波数域にあることが分かる。一方、第
3 声 ( 下降型 ) と第 5 声 ( 上昇型 ) は第 1 音節と第 2 音節で分布する周波数域が大きく異なり、
第 3 声 ( 下降型 ) は、第 1 音節の方が高く、第 2 音節で低くなるのに対し、第 5 声 ( 上昇型 ) は、
第 1 音節の方が低く、第 2 音節で高くなり、両者はまったく逆の現れをしている。
　先のピッチ曲線の形状と併せて考えると、第 1 声 ( 中平型 ) と第 2 声 ( 低平型 ) とは周波数
値が異なることがわかる。ただ分布に重なりがあることから、ピッチ曲線の形状と分布周波数
域だけでも区別は完全ではないことが推測される。一方、第 4 声 ( 高平型 ) と第 5 声 ( 上昇型 )
とは、少なくとも第 1 音節では周波数分布域が異なっている。しかし第 2 音節では両者はほぼ
重なっている。第 2 音節ではピッチ曲線の形状と、始点周波数値と終点周波数値の分布だけで
は弁別は十分ではないと推測される。
　ここで先ほどのピッチ曲線の観察結果を思い起こさなければならない。第 4 声 ( 高平型 ) と
第 5 声 ( 上昇型 ) を比べると、第 5 声 ( 上昇型 ) の方が低いという結果を得た ( 図 4 と図 5 も
	 東京外国語大学論集第 86 号（2013）	 57
参照 )。図 11 の第 2 音節のグラフでは全くそれは見られないかのようである。しかしこれは、
図 9 と図 10 を見ると正しいということが分かる。図 9 の第 4 声と第 4 声の組み合わせ ( 記号
は× ) の分布域と、図 10 の第 5 声と第 5 声の組み合わせ ( 記号は○ ) の分布域を比較すると、
図 9 の第 4 声の分布域の方が高く、図 10 の第 5 声の分布域の方が低い。つまり、声調の組み
合わせによって図 11 の分布域の中での偏りが起こっている。その偏り同士を比べると、声調




　・第 1 音節と第 2 音節では、5 つの声調すべてで第 1 音節の方が短かった。
　・ピッチ曲線の形状は、第 1 音節と第 2 音節とで少し異なるが、おおむね 3 種類の形状に分
けることができると考えられた。
　・第 1 音節の第 2 音節の声調の始点周波数値と終点周波数値の分布域は、第 2 声を除く 4 つ





















































　・第 2 音節の始点周波数値は先行音節の声調によって分布に偏りが見られ、第 1 声 ( 中平型 )
と第 2 声 ( 低平型 ) と第 5 声 ( 上昇型 ) が比較的低く、第 3 声 ( 下降型 ) と第 4 声 ( 高平型 )
が比較的高かった。これは第 1 音節の各声調の終点周波数分布域をおおむね反映していると考
えられる。これに対し、終点周波数値には偏りは見られなかった。
・第 1 声 ( 中平型 ) と第 2 声 ( 低平型 ) と第 4 声 ( 高平型 ) の 3 つの声調は、第 1 音節と第 2
音節とで、声調の始点周波数値と終点周波数値の分布域は、広狭の違いはあるがおおむね重なっ
た。この 3 つの声調は記述としては「平ら」とされているものである。







　第 1音節と第 2音節の両方に亘って 1つの声調の一貫した特徴を取り出そうとすると難しい。
しかし、それぞれの音節について、5 つの声調を 2 つのグループに分ける特徴はいくつか見つ
けることができる。第 1 音節について見れば、声調の現れる基本周波数の範囲が低いものと高
いもので、第 1 声と第 2 声と第 5 声のグループと第 3 声と第 4 声のグループに分けることがで
きる。その中で、第 5 声はピッチ曲線の形状が他の 2 つの声調とは大きく異なるし、第 3 声と
第 4 声の間もピッチ曲線の形状は異なる特徴を持っている。この場合、第 1 声と第 2 声の区別
が難しいが、それ以外についてはおおむね今回取り上げた特徴だけで区別が可能となる。第 2
音節についてみると、声調の現れる基本周波数の範囲が低いものが第 1 声と第 2 声と第 3 声の
グループで、高いものが第 4 声と第 5 声のグループになる。ピッチ曲線の形状では、第 3 声は
他の声調と異なる。第 1 声と第 2 声の区別、第 4 声と第 5 声の区別はピッチ曲線の形状だけで
は難しいことが本研究の結果からわかった。しかし、今回は提示しなかったデータであるが、
ピッチ曲線の形状は、第 1 音節と第 2 音節の声調の組合せで異なる場合があり、組合せが異な
る場合は異なる特徴が区別の手がかりとして用いられる可能性を示唆している。第 1 音節の第
1 声に対する第 2 声、第 2 音節の第 1 声に対する第 2 声、第 2 音節の第 4 声に対する第 5 声は
やはり全く同じではないのである。ただ、類似しているように見える部分もあるので、この点
については条件を揃えて今後詳細に検討すべきだと考えている。
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　今回の調査では、第 1 音節と第 2 音節の違いが出たことに注目したい。2 つの音節の長さが







節の 5 つの声調の判断に第 1 音節だけでなく第 2 音節まで利用でき、また、第 2 音節の 5 つの
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Acoustic Features of Thai Tones in Two Successive Syllables
MASUKO Yukie 
This paper analyzes acoustic features of Thai tones. Thai has phonemic five lexical tones 
which are described as (1) mid-level, (2) low-level, (3) falling, (4) high-level, and (5) rising. 
It has been generally assumed that tonal pitch is subject to “coarticulatory perturbation” 
when it occurs in running speech; a lexical word in running speech, affected by both tones on 
preceding and following syllables, has a pitch contour different from that in a citation form. 
Not many studies have been done concerning such coarticulatory effects. Among them 
are Abramson (1979) and Gandour (1992). Abramson (1979) examined all possible two tone 
combinations of Thai five tones embedded in two monosyllabic words in a carrier sentence 
franking the target sequence with the level tone. Gandour (1992) focused on the anticipatory 
effects between tones in disyllabic noun compounds. Both of these examinations show that 
while the middle part of each tone contour are well preserved, that of the beginning and the end 
portion is affected by its tonal context. 
We should note that these examinations are based on the same assumption that the tone 
in citation form reflects the ideal norm to serve as the target of the actual pronunciation, which 
could be imperfect or perturbed according to the tonal context in running speech. 
In this paper, we have attempted to focus on the tonal transitional patterns between two 
successive monosyllabic words. All possible two combinations of Thai five tones were recorded 
in citation forms. We measured F0 of three points in each pitch curve; the beginning, middle, and 
final points for level tones, and the beginning, either peak or bottom, and final points for falling or 
rising contour tones. 
Unlike Abramson (1979), we have not normalized either duration or pitch height in order to 
capture the transitional patterns as angle of inclination in pitch.
The major findings of our experiment are as follows. 
In all the combinations of five tones, duration of the first syllable is always shorter than that 
of the second syllable. Both the contours of the same tone appearing in the first syllable and that 
in the second syllable can be grouped into three types: (a) gradual descending in the mid-level 
and the low-level tones, (b) (optional rise and)-fall in the falling tone, and fall-rise in the high-level 
and the rising tone. 
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The pitch range of diffusion measured at the beginning and the final points varies according 
to the position of the syllables and to the tonal differences. In the first syllables, the pitch range 
of (1) mid-level, (2) low-level, and (5) rising tones are in the lower-pitch group against the other 
(3) falling and (4) high-level tones that are in the higher-pitch group. In the second syllables, 
members of the two groups change; while (1) mid-level and (2) low-level tones are in the same 
lower-pitch group, (3) falling tone is added to it. Instead, (5) rising tone is added to the higher-
pitch group together with (4) high-level tone. 
